
 
 
【参考】 只管打坐（しかんたざ） 

「心身脱落」（＝身体と心の束縛から離れる）の境地を目指す、曹洞宗の開祖である「道元」（1200年～
1253年）が説いた教えで、ただひたすら坐禅し続けるという坐禅修行です。 
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